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　人口の動き

10月1董ヨ現在
男　 6710込．
女　 6945人
計13655人
世帯数2709世帯
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（橘小学校の運動会から）

　　蓑
欝

　　議

おかあさんもいつしよに

窃
十
月
の
行
事

　
四
日

　
五
目

　
六
日

八
目
九
日

＋
　
日

＋
一
日

＋
二
日

＋
五
日

鱒
日
。
働
9
隔

キ
、
よ

三
十
六
年
度
決
算
立
合
監
査

農
業
委
員
会
（
午
前
九
時
）

民
生
委
員
推
薦
会
（
九
時
）

第
九
回
定
例
議
会
（
十
時
）

県
町
村
長
会
　
（
新
潟
市
）

全
国
交
通
安
全
運
動

国
土
調
査
委
員
会
（
九
時
）

県
財
政
監
査

う
一
日
を

髄
繭
O
一
一
囎
0
顧
馳
謄
聞
籟
一
幅
騨
一
り

　
〃
交
通
安
全
宣
言
を
や
っ
た
け
れ
ど

も
、
事
故
は
べ
つ
だ
ん
へ
っ
た
と
も
き

か
な
い
が
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う

し
か
も
、
か
え
っ
て
事
故
件
数
の
ふ
え

た
所
が
あ
る
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
o
皮
肉

な
も
ん
だ
ね
〃

　
〃
な
に
し
ろ
、
た
い
し
た
車
の
数
だ

よ
。
そ
れ
に
し
て
も
計
画
的
な
事
故
な

■
ん
か
あ
る
は
ず
も
な
し
、
要
は
運
転
者

の
心
が
ま
え
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
か
〃

　
　
　
　
　
、
’
近
ご
ろ
、
不
可
解
な
の

町づくり

は
交
通
違
反
を
や
っ
た
も
の

が
べ
つ
に
悪
い
こ
と
を
や
っ

た
と
も
思
っ
て
い
な
い
ら
し

い
こ
と
だ
よ
。
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
で
、
や
れ
何
日
間

の
運
転
停
止
を
く
っ
た
と
か

オ
レ
は
罰
金
を
三
手
円
と
ら
れ
た
な
ど

と
平
気
な
顔
で
話
し
て
い
る
の
を
き
く

と
そ
ら
恐
ろ
し
い
ね
〃

　
〃
車
と
ス
ピ
ー
ド
が
不
可
分
だ
か
ら

菟
両
方
と
も
人
間
の
欲
望
を
み
た
し

て
く
れ
る
だ
け
に
罪
悪
感
を
殺
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
だ
よ
〃

　
〃
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、
車
に

対
し
て
一
種
ス
ポ
：
ツ
の
よ
う
な
意
識

が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
な

そ
れ
と
い
う
の
も
ス
ピ
ー
ド
の
な
せ
る

＋
六
日

＋
九
日

二
±
目

二
士
首

，
．
二
＋
旨

三
＋
日

一
手
剛
日

一
働
隔
臼

　
　
　
”
口

わ
ざ
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
が
〃

　
〃
そ
う
す
る
と
車
に
対
す
る
意
識
を

改
善
す
る
の
が
大
切
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
か
〃

　
〃
そ
れ
も
大
事
な
こ
と
の
ひ
と
つ
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
解
消
で
き
る
問
題
じ

ゃ
あ
る
ま
い
〃

　
〃
運
転
す
る
の
が
人
で
あ
る
以
上
、

人
間
が
完
全
で
あ
る
は
ず
は
な
い
し
、

ま
し
て
機
械
に
だ
っ
て
故
障
は
つ
き
も

の
、
し
ょ
せ
ん
、
事
故
の
絶
無
な
ん
か

望
む
べ
く
も
な
い
冊
題
さ
〃

　
〃
そ
う
き
め
つ
け
ら
れ
る
と
ど
う
し

よ
う
も
な
い
が
、
人
間
が
完
全
で
な
い

と
い
っ
て
も
そ
れ
に
近
づ
け
る
こ
と
は

で
き
る
し
、
予
期
し
な
い
事
故
だ
っ
て

ふ
だ
ん
車
を
整
備
し
て
い
れ
ば
ふ
せ
げ

る
と
思
う
よ
〃

　
〃
そ
れ
は
そ
う
だ
、
そ
の
点
、
き
ょ

う
輔
目
を
無
事
故
で
と
い
う
横
断
幕
を

見
た
こ
と
が
あ
る
が
あ
の
標
語
は
い
い

ね
コ
ぎ
却
ヶ
司
詠
と
い
う
の
が
い
い
よ

運
転
者
が
毎
朝
、
そ
の
日
そ
の
日
の
無

事
故
を
家
族
に
ち
か
い
、
家
族
は
家
旗

で
と
う
ち
ゃ
ん
き
ょ
う
も
無
事
故
で
o

兄
ち
ゃ
ん
き
ょ
う
蝋
日
を
無
事
故
で
o

と
く
り
か
え
す
り
こ
の
習
慣
だ
よ
〃

　
〃
そ
れ
も
単
な
る
習
慣
で
な
く
て
、

み
ん
な
が
祈
る
よ
う
な
、
き
ょ
う
爆
日
、

を
無
事
故
で
、
と
ゆ
き
た
い
ね
〃

県
財
政
監
査
、

へ
き
地
教
育
研
究
会

　
　
　
　
　
　
へ
赤
岩
小
）

町
長
長
期
出
張
二
十
六
日
ま
で

第
四
回
川
西
町
実
績
発
表
大

会
　
（
仙
田
中
）

読
書
週
間

正
副
議
長
事
務
局
長
研
修
会

郡
市
戸
籍
会
議
（
役
場
）

同
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鰯
億
四
千
万
の
涯
士
ハ
年
簸
を
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
予
算
は
六
百
万
を
議
決

第
九
回
町
議
会
定
例
会
は
十
月
八
日
に
招
集
さ
れ
、
同
日
と
翌
九
日
の
二
日
間

を
会
期
と
し
て
審
議
さ
れ
ち
こ
の
定
例
会
は
三
月
の
当
初
予
算
議
会
に
次
ぐ
重

要
な
議
会
と
し
て
、
昭
和
三
十
六
住
度
の
決
算
、
嘲
般
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て
六

件
の
認
定
を
は
じ
め
、
総
計
七
百
五
十
万
に
の
ぼ
る
追
加
更
正
予
算
、
税
条
例
の

一
部
改
正
、
川
西
町
胃
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例
、
町
税
減
免
、
鉄
道
債
券
の

引
き
受
け
、
そ
の
他
約
二
十
件
が
上
程
議
決
さ
れ
た
u

　　　　　　　　、』；璽璽オ．埜墜鞭調比毯．瞳．、．

付幅ト徽・・郎　＼、、璋唾ダ・

．麸鑓　147，183，009円　　才出鑓、149・264」68円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予撒越か’ε除く

　
お
も
な
追
加
は
、
教
育
費
の
百
十
轍

万
四
手
六
百
四
十
円
、
産
業
経
済
費
の

百
六
＋
三
万
五
手
六
百
四
＋
円
、
諸
支

出
金
の
百
醐
万
八
手
六
百
九
十
円
な
ど

で
、
当
初
予
算
成
立
後
追
加
さ
れ
た
予

算
で
は
七
月
迫
加
に
次
ぐ
大
規
模
な
も

の
で
、
内
容
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
教
育
費
の
内
訳
け
は
教

育
委
員
会
及
ぴ
各
小
中
学
校
の
経
費
で

中
学
校
体
育
大
会
出
場
費
助
成
五
万
六

千
九
百
七
十
五
円
、
三
十
七
蕉
度
学
力

調
査
費
三
万
五
手
五
百
四
＋
円
、
へ
き

地
教
育
研
究
大
会
に
二
万
蝉
手
三
百
五

円
、
教
員
の
東
京
教
育
大
受
講
助
成
軸

万
四
手
円
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
u

　
産
業
経
済
費
は
農
業
振
興
費
が
そ
の

全
部
で
、
農
業
改
艮
費
と
し
て
．
、
日
本

紺
う
ま
い
米
づ
く
り
協
議
会
の
負
担
金

⇔
万
円
、
水
稲
水
分
測
定
器
購
入
補
助

金
十
万
円
、
養
蚕
振
興
費
百
十
九
万
二

千
円
、
耕
地
災
害
復
旧
費
三
十
七
万
六

手
九
百
円
が
追
加
さ
れ
、
林
業
振
興
費

四
万
三
手
円
が
更
正
減
と
な
っ
た
。

　
諸
支
出
金
の
中
で
は
、
平
手
診
療
所

O一般会計
　　、別

オ入決算高 オ出決算高 差　　　引

普通一般会計 127，496，126 12乳4ラ＆4真3 5，㎝7，713

学校建築特別
　　　　会計

別，485，30ひ・

　　　　●

お，210，500 △725，200

耕地災害復旧
　　特別会計

7，374，709 7，374，709 0

繰入繰出の
　　　　関係

△12，！73，126 △12，173，126

合　　　計 147，183，009 1姐，890，496 4，292，513

繰
出
金
と
し
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
購
入
費
八

十
一
万
円
の
ほ
か
鉄
道
利
用
債
利
子
負

担
金
二
十
五
万
五
手
六
百
円
、
国
体
県

選
手
強
化
事
業
費
拠
出
金
噸
万
三
手
九

百
円
等
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
役
場
費
は
十
三
万
八
手
円
で
職
員
旅

費
九
万
円
、
自
動
車
用
燃
料
費
四
万
八

手
円
が
そ
の
内
訳
、
消
防
費
で
は
可
搬

ポ
ン
プ
ニ
台
の
購
入
費
と
し
て
六
十
一
“
二

万
円
、
桐
山
水
槽
工
享
追
加
分
五
万
円

そ
の
他
あ
わ
せ
て
八
＋
五
万
五
手
五
百

円
と
な
っ
て
い
る
o

　
土
木
費
の
七
十
三
万
五
千
円
は
修
路

用
自
動
車
借
料
五
万
円
と
、
工
事
請
負

費
の
霧
谷
手
手
線
四
十
四
万
二
手
円
、

下
原
木
落
線
二
十
四
万
三
手
円
の
追
加

か
ら
な
っ
て
い
る
o

　
ま
た
議
会
費
八
万
円
は
議
長
交
際
費

五
万
円
、
自
治
名
鑑
購
入
負
担
金
三
万

円
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
社
会
及
ぴ
労
働
施
設
費
、

福
祉
費
、
青
少
鑑
問
題
協
議
会
費
、
保

健
衛
生
費
（
環
境
衛
生
費
、
結
核
予
防

費
、
火
葬
場
費
）
、
選
挙
費
、
公
債
費

等
で
、
才
出
の
追
加
合
計
は
六
百
五
万

O特別会計
　　　　区分
別

オ入決算高 オ出決算高 差　　b引

国民鵜蝶 ’
2
3，205，933 20，773，280 2，432，653

〃　直営
千手診療所

8，339，0箆 8，312，192 26，830

　　〃
橘診療・所

6，111，730 12，829，334 △6，717，604

繰入繰出金の
　　　　関係

△2，310，000 △2，310，000

合’　計 35，346，685 39，604』806 △4，258，121

醐
手
七
百
四
十
円
と
な
っ
て
い
る
。

財
源
は
町
税

　
三
百
四
十
万
円
な
ど

　
こ
れ
に
対
し
て
才
入
（
財
源
）
は
、

地
方
交
付
税
七
十
八
万
円
、
分
担
金
及

ぴ
負
担
金
三
十
輔
万
三
季
三
百
円
、
町

税
三
百
四
十
万
五
手
三
百
四
十
円
、
国

庫
支
出
金
六
十
万
九
手
二
百
三
十
円
、

国
庫
補
助
金
四
十
四
万
四
千
二
百
六
十

円
、
県
支
出
金
八
十
七
万
三
千
百
三
十

円
、
寄
付
金
七
万
七
百
四
十
円
、
合
計

六
百
五
万
嘲
千
七
百
四
＋
円
コ

　
こ
の
う
ち
、
国
庫
負
担
金
の
十
六
万

四
千
九
百
七
十
円
は
教
育
費
負
担
金
で

教
材
費
十
万
酬
手
三
百
十
円
、
就
学
奨

励
費
六
万
三
千
六
百
六
十
円
が
内
訳
、

　
国
庫
補
助
金
四
十
四
万
四
手
二
百
六

十
円
の
内
訳
は
、
教
育
費
補
助
金
二
十

二
万
円
、
勧
業
費
補
助
金
二
十
二
万
四

千
二
百
六
十
円
で
、
こ
の
勧
業
費
補
助

金
は
集
団
桑
園
榛
範
施
設
と
桑
い
縮
病

予
防
費
の
補
助
金
と
な
っ
て
い
る
o

　
寄
付
金
は
仙
田
診
療
所
用
地
買
収
地

元
寄
付
金
七
万
円
が
主
で
あ
る
℃

○合計

門般会計
オ　　　入 オ『　出 差　　　引

147，183，009 142，890，496 4，292，513

特別会計

繰入繰出の

　　　関係

合　　　計

　35，346，6舗

△1，840，000

180，689，6斜

39，604，806

△1，840，000

180，655，302

△4，258，121

　　34，392

ふる一さ芝

〃
ど
ん
な
作
吻
が
有
利
か
〃

新
聞
紙
上
の
五
＋
四
作
物
調

査
結
果
を
興
味
深
く
読
み
ま

し
た
v
十
ア
ー
ル
当
た
り
経

費
差
引
所
得
額
は
①
石
垣
い

ち
ご
二
五
万
②
モ
ル
リ
ー
一

二
万
③
ニ
ラ
醐
O
万
④
切
り

み
つ
ぱ
八
万
⑤
パ
セ
リ
七
万
⑥
梨
七
万

⑦
桃
⑨
露
地
い
ち
ご
六
万
⑨
爪
カ
ブ
五

万
⑩
梅
五
万
o
　
一
人
一
日
当
た
り
労
働

報
酬
で
は
①
梅
噌
．
六
四
九
円
②
桃
一
、
三

九
〇
円
③
栗
一
、
鱒
噸
三
三
円
④
石
垣
い
ち

三
、
昌
六
六
円
⑤
柿
一
、
O
八
九
円
⑥
葡

萄
噌
、
〇
六
五
円
⑦
牛
薔
、
〇
五
九
円
⑧

セ
ル
リ
巴
九
四
六
円
⑨
小
カ
ブ
九
二
晶

円
⑩
永
稲
九
〇
九
円
9
当
地
の
農
家
に

関
係
な
い
も
の
ば
か
の
が
ペ
ス
ト
十
の

所
得
額
を
誇
り
、
労
働
報
酬
で
水
稲
が

や
っ
と
十
位
に
は
い
っ
て
い
ま
す
o
日

日
農
村
へ
も
文
化
の
波
は
押
し
寄
せ
電

化
製
品
や
農
機
械
が
ふ
え
て
い
ま
す
が

文
明
貧
乏
と
や
ら
で
支
出
が
収
入
を
は

る
か
に
う
わ
ま
わ
る
こ
の
ご
ろ
、
財
布

を
あ
ず
か
る
主
婦
は
頭
が
痛
く
、
何
と

か
収
入
の
道
は
な
い
も
の
か
と
も
う
か

る
農
業
へ
の
夢
は
ひ
と
し
お
の
も
の
が

あ
り
ま
す
o
鶏
を
飼
っ
て
い
て
も
飼
料

や
経
費
は
上
が
り
な
が
ら
卵
価
は
か
わ

ら
ず
高
い
肉
を
買
い
な
が
ら
安
い
子
豚

を
売
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
ど
う
解
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
o
こ
の
ご
ろ

痛
感
す
る
こ
と
は
小
規
模
な
経
営
を
輔

人
相
撲
で
し
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蟻雛舗幕糟叢鞍翫藻象鴛轟器矯警融氏節鳶
ジで田形をて腰の肝氏黒る会’と’てをにこらしよでさはi原なは間たつがし　里さ

盟蕪　ε搬籍と　魏邸駿諮籍％33く雛£離券壷饗　上る
諮き千　募麓暢　　　老乞楚毒㍊ε號器髪劃；艶ξ3　ε茗き塞宏野②
姦ま姿義　　袋謬吉　　努　　　　歯盗婁婁忌箋毫　　発妻聚裟i…．器怨一ご琶　　麩票莚詣　）

とと城じのつ　城もま組あ急戦新に　城郡呂に　のでの防て　考城純て平あす山　　つともで

鞭1織1灘嚢1鎌lll難灘諜ll簿1
墜鯉莱甥）範諜繋議需窮病輩編難礎謡響藷瓢く器議変
がし滞たムでの　（た木をい退国年つ合上こか造時知ら中のに　はそらの跡簡らず　る模’

貌讐蜂議黎雛製掌舗毯題釜麓襲棚腰蝦鰐磐e奮房
た　’れこガ醍将　元節とあいと指三てい安　’町をがて特設一上　　つはだりももわい　はし地
くこてこ）醐格　年黒呼っわきケ五きる公中時全あい殊け時で　　た山けにわのかの　　’か乃
灘2健蟹墓蚕夏　蟹誓破翰れ夫努ご藷。怨鶏岱矯ゑ毬窮奄碧竃　2募量も慧漂墾＆羨　§皇慮

蟹難継鑓織蒙妻鱗磐騰鯵．鐸公
蓑菱懲驚蟻蛎灘灘垂馨専縫灘鹸穀罐福的
ぞ覆2墓鰻蟹人募鴇嚢人禽糸鰯霧　窓署鋤是建藩羅壽釜碧募差百2　祉年
だ場のと　助下③額’受た②額傷受にてしま両纒鍵髪驚嚢整　さか部　年金

，，勢、多瓢の，ね〔臨禦・鼎〕藷論欝欝無嫁受
ほら、きょうはおなかのこど　　　　　　　　　きる審たまもれ’金　笙誓　受給

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　也，　　　　　　　　　　　　　　　　らや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ扶　ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま助　す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す受
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ給

　　　　　　　　　　　　　　　彪　　　差魏邑舗舗

　　　じ碑嬉懸・、，撫難雛
　　　　二　1藪i＼　　　　袴藝蓑禦擁
　　　　　　　　　　Z　　　　＼．　＼、　　・1，∴・・　　なる　O人内　　本管
『

灸にのでるあいなゑうの変甘違のこゑ　　　　　　　　　ル深つるわ考が　　め新のは表ろらの

憲鱗議零膿裟雇羅やかた講繍髪繊鶴霧葛
がいな　’業みじぜでれにもマ家たと地討もさ任　らし参題になりれのでた粒結ものと申　’半
全のん農そにつ’はは嫁のソにちを域議これり先れて加が嫁れ　’ば農豊い一果そで研し農ば
部だと村の女く農い困にだに嫁はよのさのた1般てこすあのな野な村作も粒でれあ究上家　’
ぞ皇しのも子の村たつな一あにおく婦れ問力1ダ’いのるゑ来いばらにはのをあがゑにげのこ
っ周て生の青考にだたひ）煮こいら聞人て題　　1中菟こと　　て志ななお喜でみる七　　対るみと
だをも活が住え嫁けもて　がきのくたいがそ研里　と共筆がっしいいばあんこカーしとなし
とそ嫁様き璽たのるんがしれた若rちたしの修村　が通者な痩に問額し蒐なと月臼深とさも
はろに式ら円い来もだなかてがいこのよん分会で　取ながい　　万題　　い　でを余にいもんま
思えいやいをもての一いしいらとの間うけ科が郡　　り話青とそ歳が幾こ　か考り豊敬ににた
えてく農なあのがでとと農るずきごででん会開市　あ題年いのを横多と　みえか作意目心豊
ない気家のげでなはでい家”とろもあにで催青　げとグう一すたのな　　し　’らとをごか作

をとそかのわ　　をr惜と業あ績こ田少　　のると限けけの要様実へど1だるそろけし　なれい
大窟のけたれ目つ嫁しやでいをれ中鉦こでたしりんれ希は式かのんザろだのだるい農いてが

馨纏黎婁馬縫蘂霧琵再箋難耀購塗離韓難講
擢謙≧属議糠纏夏難妻騨象毫曝難騰轡嚢
いとどのないもすしげい青にし過行大篤　　しみわこと歩oつがてるののといだのがき　学し
oでれたで子痛る青たる少すあ去な会四　　てよれとは一青と学いこ　’中にてかい　’た　　習て
　あほい会どくも年い昨年るい一わが回　育いもは思歩任考習ると開ではならか山こ　テと
　るどと場もなの自　o今の大　’佳れ会川　て農先喜うでた慮面こは田はなんとな間と　　1の

麹襲簿臨齪舗課墜翻縦碧ぜ鵬醜星献甥霧腿驚器
　眉気　め来いる本はをが事し実　仙青　　もな親いんるそ必活事すんドいなてこおば　　はら
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　　たなつできもちっ　ど　　　れ万よ持働に　　名員のサ　　ど　　　に手か前立をにるみれ
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　　表1　国民の食品摂取量（昭和24ニ100） 暑誘難鵠雑書誘鵯転三　　1，

棄妻購難聴灘灘家3
稲あ飛家はしえばみも高に農検つた畜　畜　オ

藩礪敷蕃確旛嶽製嫡飼農
額難誌慾雛躍欝礪　　　業

一心まを入来対所い研あ兎上をいい農　　養
ε覇署れ窪墓鑑ら塞ぞ当宴窪ゑ毫馨　　　　　学
て潟こた営期加か努は時う業農ら今　　の

食品 昭33 昭34 食品 昭33 昭34

総　量

こ　め

む　ぎ

い　も

乳

104
107
63
43

565

108
110
51

　39

697

　肉

卵
野
　
菜
魚
　 介

326
462
　83

134

324
516
86

130

表2　10年後の農産物生産の目標
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校
対極らえ位モなを本経＋のめ今のや　考　1

器霧聯嚢簿簾え
産なる　しのあな新　　にOしこ業首菟
収いが全て家げらしそ畜Oてれと位

撫隣婁嵯雲輔朧か
合の部み＋をへ　の同う姿県副得るん　た
は現門て三大　　　方程柱に農業をで今
’金の十万家　　　向慶：を組業的ああ後

肇盤馨墓憂鐵籠綿

こ　め

むぎ類

とうもろこし

大　豆

い　も

1．1

0．9

1L3

LO
1．0

野菜

果物
なたね

乳牛
和　牛

1．1

20

LO
3．6

1．2

豚
め
ん
羊
鶏
蚕
◎
、
え
　 さ

4．0

2、4一

：L9

1．0

2．2

高南丸田野佐相星中藤相相
橋雲山口沢藤崎名村巻崎崎　う
　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　優　　　　　左
文広み典加俊紀明手茂利和声
＿子や夫里昭子美子已子子　1
　　　　　　　　　　　　御
肇離臨里墜美晃誠誠玄
髪妻髪量妻舅髪委婆妄妾婁　る
　　　　　　発　　　　　　　　　か
大中根木野中電高坪上沖沖臼仙　　　　　央所原　　　　　　　に

倉田深落口町通田山野立立

戸
籍
の
窓
か
り

表3昭和37年2月調．らると人　う因つ密は　　けでく均

類別 年別 川酉町

乳　牛
36 43

37 54

役肉牛
舗 578

べがし当第こはた度低そな　’ら十
”たた一と　’こがいれい全べ二
畜米場り表でもと低とで状国’パ
産の合のはあうのいいは態で本1
食一の農昭るかほ　’う家で三県セ
品割現産和oるか飼原畜あ十はン
は増在吻二　　家に育因頭る五五ト
三　’のや十　　畜　’技は数o番パ程
倍麦消消四　が最術なは　　目i度
かの費費焦　　少もがん多　　とセで
ら半状をの　　な大低だい　　いンあ
七分況一国　いきいろが　　うトる
倍にで○民　　といとう収　　な程の
にくあ○一　　い原いか入　　さ度に

37 465

馬

36　’ 12

37 7

めん羊
36 88

夏、

37 ’43 と本で二農第と後　　ら畜つ　　異の
お住い倍作二おど第な産てこ畜ぴ
り二るか翅表しの二略部’の産て
で尺とらにかで志表　　門農啓吻い
あ　　い四くらあっは　　の業つ生蒐

鯉2飲熱窮接覆鯖
　町とど　’ら　　わい　　をを費見
　畜での畜れ　　つろ　高倍の込
　産あ増産る　　てな　　め加伸み
　現菟産のの　ゆ農　　なすぴ
　況　　を生は　　く産　　けるに
　は　　み産普　　か吻　　れたと
　次　　こ物通　　のが　　ばめも
　の　　んはの　　見今　　なにな

山　羊
36 338

37 銘7

豚
36 808

雛鰯1繧暴欄奏認
甚離雛離蕪ジ鴛抽摯叢
君定チ武養　r　　　め秀壮熊

鵡羅嵩鷲鞭．講
岡野谷谷倉倉満　　　　祈赤高室
か　か　　か　　に　八八七六六駄
ら　ら　　ら　　　　一二三四二　　　谷倉島

37 865

鶏
、訪 7，775

、37 乳卿

兎ヴ
舗・・ 516

，37 謝

饗講雛奪轍蕪驚、保健婦室鱗器聴麗講鰍赤・

聾霧総集墓葵驚建諦し麗え起弩蕩認欝噺舞護レさ百髪影碧栃
をれんのさ養お調だのとたで次なこなっと　ばあてぴに離よくてる配がで一慣とがのといこ
自ぱと嗜ん失か症さまいもおのらと時子かrかせ赤い入乳うなしとかともさらで悪食りえと
分そし好の調あにいせつの腹食ばがはどr卵りるちてれ期なりま赤良れビじし需か品っまか

鍛蔓鵬離齢欝霧野魏翻宅鋭鍵雛譲娠縫郡ど超撃急
きた活らと症がてう泣吻oい間ぎでやしははくりのいい事はかはん理のンずくちのに　一理

鞭輪義鞭纂譲馨毒雛難嚢繕萎灘鰭鍵
禦1峯1凝磯強難1襲鱗藩嚢雛購碁難辮
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を

劔
に
し
、
な
つ
か
し
さ
の
あ
ま
り
筆

を
と
り
ま
し
た
り
暑
い
夏
も
す
ぎ
、

黄
金
の
稲
の
波
の
刈
り
取
り
に
ご
多

忙
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
o
月

臼
の
流
れ
と
と
も
に
川
西
町
も
飛
躍

，
的
に
発
展
を
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
陰

な
が
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
大
都
会

の
あ
ふ
れ
る
人
ぴ
と
、
流
れ
る
車
の

ほ
か
複
雑
な
境
地
に
あ
っ
て
忘
れ
が

、
、
た
い
の
は
の
ど
か
に
美
し
い
ふ
る
さ

と
分
風
景
で
あ
の
、
素
ぼ
く
な
人
ぴ

と
の
こ
と
で
す
o
先
日
は
久
し
ぶ
り

い
に
多
年
の
要
望
が
か
な
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
o
い
ま
も
学
校
あ
て

に
、
篤
志
家
の
寄
付
金
が
毎
日
の
よ
う

に
よ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
の

だ
耽
も
が
「
へ
き
地
に
育
つ
臼
倉
の
子

ど
も
た
ち
が
将
来
、
社
会
に
お
く
れ
な

い
り
っ
ぱ
な
人
聞
に
成
長
し
て
ほ
し
い

」
と
い
う
手
紙
を
そ
え
て
あ
る
と
か
、

そ
の
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
を
、
江
口

会
長
ら
は
目
を
う
る
ま
せ
て
感
謝
し
て

い
る
o
斉
藤
校
長
は
「
ほ
ん
と
に
お
礼

の
こ
と
ぱ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん

の
郷
土
愛
に
は
た
だ
頭
の
下
が
る
思
い

で
す
o
子
ど
も
た
ち
が
先
ぱ
い
の
期
待

に
こ
た
え
ら
れ
る
人
間
に
な
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
、
職
員
や
P
T
ム
の
人
た
ち

と
カ
を
合
わ
せ
て
人
づ
く
り
を
推
進
す

る
っ
も
り
で
す
」
と
か
た
っ
て
く
れ
た

に
郊
外
に
出
ま
し
た
o
自
然
の
美
し

さ
に
接
し
新
鮮
な
空
気
を
胸
い
つ
ぱ

い
吸
い
こ
み
、
ふ
る
さ
と
の
澄
ん
だ

空
を
し
の
ぴ
ま
し
た
o
若
い
人
た
ち

は
と
も
す
れ
ば
農
業
を
き
ら
い
都
会
，

の
は
な
や
か
さ
に
あ
こ
が
れ
が
ち
で

す
o
で
も
都
会
の
混
み
い
っ
た
と
こ

ろ
よ
り
は
澄
み
き
っ
た
空
気
と
自
然

の
美
し
さ
の
中
で
汗
を
流
し
て
生
き

る
の
が
、
ど
ん
な
に
よ
い
こ
と
か
と

感
じ
ら
れ
ま
し
結

　
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
与
え
ら
れ
た
道

に
そ
っ
て
前
進
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

　
　
へ
在
東
京
　
　
一
主
婦
）

電
話
料
金
が
こ
う

変
わ
り
ま
し
た

　
電
電
公
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
電
話

料
金
制
度
を
九
月
三
十
日
か
ら
改
正
い

た
し
ま
し
ち

　
こ
れ
ま
で
の
市
外
通
話
は
、
三
分
（

一
通
話
）
ご
と
に
い
く
ら
と
い
う
計
算

で
、
通
話
が
四
分
で
終
っ
て
も
二
通
話

つ
ま
り
六
分
ぷ
ん
の
料
金
で
し
た
が
、

改
正
後
は
三
分
を
こ
え
る
と
実
際
に
通

話
し
た
時
問
に
応
じ
轍
分
き
ざ
み
に
料

金
を
払
う
方
法
に
な
り
ま
す
。
ち
よ
う

ど
タ
ク
シ
ー
の
メ
ー
タ
ー
に
似
て
い
ま

す
〇
三
分
ま
で
は
い
く
ぶ
ん
高
く
な
り

ま
す
が
四
分
、
五
分
に
な
る
と
安
く
か

け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
分

千手局から主要対話地への新旧料傘対照例

対地 新旧別1分 3分　　4分 5分　　『6分　　7分　　85

（購》十日町

仙田、土市

新料金 15 20 25 30 、　35 40
旧料金 ，14 28 42

六日訂、松代
川口、大割野

小千谷

新料金 2－1 28 35 42 49 56
旧料金 20 『’オ 40 60

野沢、長岡

寺泊、、大湯

新料金 27 36 45 54 63 72
旧料金 25 75

新潟、高崎

上田

新料金 54 ユ‘72 90 量08 鴛26 響44
旧料金 45 90 135

東京、山形

金沢

新料金 90 120 150，180 210 240
旧料金 90 180 270

コ
ン
ロ
の
火
災

　
い
ま
全
国
で
、
石
油
コ
ン
ロ
の
火
災

の
な
い
日
は
な
い
く
ら
い
で
す
コ
石
油

コ
ン
ロ
は
、
い
ま
や
火
つ
け
の
王
様
と

な
り
ま
し
た
。

，
大
体
石
油
コ
ン
ロ
は
三
千
円
ぐ
ら
い

で
そ
ん
な
に
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
全
国
で
起
き
て
い
る
火
災
の
多

く
は
コ
ン
ロ
の
古
い
も
の
を
無
理
し
て

使
っ
て
間
違
い
を
起
し
て
い
る
よ
う
で

すo

古
く
な
る
と
ど
う
し
て
も
そ
の
機

能
が
減
退
し
て
く
る
わ
け
で
、
人
間
だ

　
っ
て
毎
日
毎
日
一
日
の
休
み
も
な
く
長

　
い
間
働
い
て
い
れ
ば
ど
こ
か
故
障
が
出

る
の
で
す
か
ら
と
き
ど
き
故
障
や
危
険

の
な
い
よ
う
に
健
康
診
断
を
し
て
安
心

し
て
使
え
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い

ま
た
使
用
法
に
つ
い
て
も
使
用
中
に
石

油
を
つ
ぐ
な
ど
絶
対
し
な
い
こ
と
で
す

＋
轍
月
一
日
よ
り
七
目
ま
で
は
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
の
火
災
予
防

．
臼
査
察
を
行
な
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
の
で
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
o

　
　
査
察
カ
所

　
輔
、
か
ま
ど
及
ぴ
煙
突

二
、
風
呂
場
及
ぴ
煙
突

三
、
石
油
コ
ン
ロ

四
、
コ
　
タ
　
ツ

五
、
電
気
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
係
）

増
田
さ
ん
の
善
行

　
仙
田
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
は
、
球
技

運
動
の
と
き
球
が
坂
下
に
転
が
り
落
ち

て
子
ど
も
た
ち
が
拾
う
の
に
苦
労
し
、

ま
た
、
排
水
が
悪
く
て
悩
み
の
種
と
な

っ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
室
島
の
増
田

秀
男
さ
ん
が
球
よ
け
用
と
し
て
百
メ
ー

ト
ル
余
の
金
網
と
杭
を
寄
贈
、
人
夫
や

自
動
車
を
使
っ
て
広
い
グ
ラ
ン
ド
剛
面

に
砂
を
ま
い
て
二
つ
の
悩
み
を
解
決
し

て
く
れ
た
》
立
派
に
な
っ
た
グ
ラ
ン
ド

で
子
ど
も
た
ち
は
の
ぴ
の
ぴ
と
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
大
喜
ぴ
だ
o

．
町
の
掲
示
板

闘
技
能
検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

　
実
施
さ
れ
る
検
定
職
種
は
、
家
具
工

タ
イ
ル
張
工
、
建
築
塗
装
工
、
木
型
工

更
正
タ
イ
ヤ
エ
、
活
版
工
の
六
職
種
で

第
贈
次
試
験
の
受
付
は
＋
月
｝
日
か
ら

＋
月
二
＋
日
ま
で
で
す
か
ら
希
望
さ
れ

る
方
は
左
記
へ
申
し
込
む
こ
と
u

新
潟
市
学
校
町
一
新
潟
県
職
業
訓
練
課

　
な
お
、
技
能
検
定
の
目
的
は
、
労
働

者
の
技
能
と
社
会
的
地
位
の
向
上
を
は

か
り
、
技
能
検
定
に
合
格
し
た
方
は
輔

級
は
労
働
大
臣
か
ら
二
級
は
知
事
か
ら

合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
技
能
士
と
称
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
0

9
秋
の
赤
ち
や
ん
コ
ン
テ
ス

　
ト
入
賞
者
き
ま
る

　
新
潟
日
報
、
森
永
乳
業
主
催
の
赤
ち

ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
に
次
の
四
名
が
入
賞

一
位
に
な
っ
た
渡
辺
美
幸
（
上
野
）
ち

ゃ
ん
は
県
大
会
に
出
場
し
た
u

晴
れ
の
優
良
児
は
1
位
渡
辺
美
幸
（
上

野
道
哉
長
女
）
入
賞
◎
高
橋
洋
子
（
高

倉
栄
噸
二
女
）
◎
中
村
千
恵
子
へ
岩
瀬

昌
広
長
女
）
◎
星
名
由
美
子
へ
田
戸
茂

利
二
女
）

恩
結
核
予
防
で
表
彰
さ
れ
る

　
川
西
町
公
衆
衛
生
推
進
委
員
協
議
会

が
、
地
区
組
織
に
よ
り
結
核
予
防
の
基

礎
的
要
件
で
あ
る
健
康
診
断
を
推
進
し

た
業
績
に
よ
り
県
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

9
第
四
回
青
少
鉦
実
績
発
表
大
会

　
公
民
舘
、
連
絡
協
議
会
共
催
に
よ
る

実
績
発
表
会
は
来
る
＋
月
一
王
日
午
前

十
時
か
ら
仙
田
中
学
校
で
開
催
さ
れ
る

囹
庁
　
内
　
人
　
事

　
仙
田
出
張
所
へ
和
田
ユ
U
（
南
魚
大

和
町
）
さ
ん
が
保
健
婦
と
し
て
赴
任
u

9
花
い
つ
ぱ
い
運
動
は
じ
ま
る

　
　
　
元
町
　
金
　
子
　
生

○
仲
秋
の
月
す
か
す
雲
か
く
す
雲

　
　
　
上
野
　
み
　
よ
　
し

O
早
生
小
豆
槌
打
つ
婆
に
秋
日
濃
し

　
　
　
大
倉
　
金
子
洋
石

O
秋
耕
の
人
等
に
遠
く
山
晴
る
る

　
　
　
越
ケ
沢
　
小
川
辰
治

　
看
護
婦
の
臼
衣
の
ま
ぶ
し
秋
日
和

　
　
　
小
臼
倉
　
　
江
　
口
　
凡
　
石

　
草
の
花
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
色
持
ち
て

　
　
　
小
臼
倉
田
中
緑
風

　
そ
ば
の
花
目
さ
に
月
の
登
り
け
り

　
　
　
新
町
　
新
　
　
　
　
風

　
こ
ぶ
し
に
て
汗
拭
い
た
る
大
根
蒔

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
る
　
　
こ

　
秋
空
に
交
通
整
理
の
笛
高
し

　
　
　
馨
　
　
馨
　
　
馨

編集後記．
二
＋
九
日

〃
せ
せ
り
蝶
〃
の
小
さ
い
茶
色
が
見
え

な
く
な
っ
た
u

＋
月
囎
目
供
米
第
一
期
締
切
日
、
農

協
倉
庫
は
米
俵
を
つ
ん
だ
耕
運
機
の
長

蛇
の
列
、
豊
作
に
え
が
お
も
明
る
い
◎

五
日
　
臼
中
気
温
十
八
度
、
栗
の
か
っ

色
の
実
が
草
間
に
光
り
、
虫
の
大
交
響

楽
、
川
西
郷
の
秋
は
美
し
く
ふ
け
て
い

く
●
●
．
●
●
●
●
●
●
。
〇

　
＋
月
の
声
と
と
も
に
稲
刈
り
も
ほ
ぼ

終
了
し
ま
し
た
u
豊
作
を
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
！

　
九
月
九
日
　
前
日
ま
で
樫

・
の
下
を
五
羽
、
六
羽
と
元
気

に
飛
ぴ
交
わ
し
て
い
た
燕
が

姿
を
消
し
福

二
十
四
日
　
あ
ん
な
に
う
る

さ
か
っ
た
蝉
の
声
が
庭
か
ら

と
だ
え
る
。

　
野
菊
に
む
ら
が
っ
て
い
た




